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新規採用職員に対するアンケート結果
（入庁式宣伝にて府職労が実施）
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今月のキーワード今月のキーワード
公務員と政治的活動

　生活保護の開始要件として、扶養義務が生ずるのは、同居している夫婦間と未成熟の子どもとの親子間に
限られています。今回マスコミで取り上げられ母と息子間のケースは、開始要件としての扶養義務は発生し
ません。もし、息子が母に仕送りをしていても、それを申告さえしていれば、不正受給ではありません。

今月のキーワード今月のキーワード

生活保護の開始要件と扶養
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　公務員の政治的行為の制限は、国家公務員と地方公務員とを比べると、より地方公務員は緩やかになって
います。また、世界的に見てもILO（国際労働機関）は「公務員でも職務の義務にのみ従うことを条件とし
て、他の労働者と同じく市民的及び政治的権利を有する」としています。
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今
日
、
深
刻
な
経
済
不
安
を
は
じ
め
、

疲
弊
す
る
地
域
と
雇
用
破
壊
が
広
が
っ
て

い
る
も
と
で
、「
自
治
体
労
働
者
と
地
域

住
民
の
利
益
を
守
る
」
自
治
体
労
働
者
の

位
置
と
役
割
を
発
揮
し
、
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
、
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
職
員
基
本
条
例
」
は
、
憲

法
と
地
方
自
治
の
理
念
を
否
定
し
、
職
員

を
「
全
体
の
奉
仕
者
」
か
ら
「
首
長
の
下

僕
」
に
変
質
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

府
職
労
は
、
３
年
９
カ
月
間
の
橋
下
府

政
に
お
い
て
、
理
不
尽
な
攻
撃
に
真
っ
向

か
ら
対
決
し
、
庁
内
外
で
の
共
同
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
阪
府
の
仕
事
や
職
員
の
働
き
ぶ
り
な
ど

が
府
民
に
見
え
ず
、
府
職
労
の
主
張
や
運

動
な
ど
が
理
解
さ
れ
る
ま
で
に
至
ら
な
い

な
ど
、
取
り
組
み
が
不
十
分
な
側
面
も
あ

り
ま
す
。

　

い
ま
、
憲
法
に
基
づ
き
地
域
住
民
の
幸

福
追
求
を
目
的
と
す
る
自
治
体
労
働
者
の

位
置
と
役
割
を
発
揮
し
、
職
場
の
実
態
が

府
民
に
理
解
さ
れ
、
政
策
要
求
と
運
動
の

具
体
化
を
提
起
し
な
が
ら
、
住
民
共
同
を

い
っ
そ
う
広
げ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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府
職
労
は
、「
職
場
か
ら
仕
事
を
見
直

す
」
運
動
と
し
て
、
大
阪
府
に
お
け
る
民

主
的
で
効
率
的
な
業
務
や
仕
事
の
あ
り
方

な
ど
現
状
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
職
場
の
声
を
背
景
に

運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
、府

市
統
合
本
部
が
大
阪
都
に
向
け
て
、
急
速

に
自
治
体
本
来
の
役
割
を
放
棄
し
、「
官
か

ら
民
へ
」の
流
れ
を
加
速
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
明
ら
か
で
す
。
今
こ
そ
、
職
員
の
働

き
が
い
と
府
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
め
ざ
す

立
場
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

７
月
14
日
、「
憲
法
と
地
方
自
治
に
も

と
づ
く
自
治
体
労
働
者
の
役
割
を
発
揮

し
、
職
場
か
ら
仕
事
を
見
直
す
運
動
の
前

進
で
府
民
と
の
共
同
を
広
げ
よ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
、「
府
職
労
２
０
１
２
自

治
研
究
集
会
」
を
開
催
。
府
民
団
体
を
含

め
て
１
１
０
人
の
参
加
で
大
き
く
成
功
さ

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で

大
阪
・
泉
州
は
ど
う
な
る

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
ま
ち
づ
く

り
の
柱
に
は
「
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
観
点
が
必
要
」
と
の
観
点
か
ら
、
高
石
市
職

労
も
参
加
す
る
市
民
団
体
「
安
心
し
て
く
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
高
石（
略
称
：
安
心
高
石
）」
が

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
大
阪
、
泉
州
は
ど
う
な

る
」を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
東
日
本
大
震
災
の
際
、
千
葉
県
・

コ
ス
モ
石
油
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン
ク
爆
発
に
よ
る
高

さ
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
火
柱
の
映
像
を

見
て
、
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
が
す
る
べ
き
こ
と
と

住
民
の
参
加

　

続
い
て
地
震
・
津
波
に
高
い
知
見
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
岡
村
眞
さ
ん（
高
知
大
学
教
授
）の
講

演
。
実
際
に
地
震
が
起
き
た
と
き
の
身
の
守
り

方
や
、
高
石
に
津
波
が
来
た
場
合
の
浸
水
想
定

図
を
示
し
な
が
ら
防
災
上
必
要
な
知
識
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
行
政
に
は
、
建
物
耐
震
化
の
助
成
や
防
災

計
画
策
定
な
ど
で
き
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
。
住

民
は
行
政
ま
か
せ
で
は
な
く
、
主
体
的
に
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
て
行
政
に
要
求
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
」
と
締
め
く
く
り
、
大
変
有
意

義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、「
職
場
か
ら
仕
事

を
見
直
す
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
職
場
か
ら
の
リ
ア
ル
な
実
態
を
分
析

し
、
府
職
員
の
思
い
や
意
見
を
引
き
出

し
、「
自
分
の
仕
事
は
住
民
の
役
に
立
っ

て
い
る
か
」「
府
職
員
や
予
算
が
減
ら
さ

れ
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出
て
い
な
い

の
か
」
な
ど
、
職
場
か
ら
の
意
見
集
約
な

ど
総
点
検
し
、
政
策
提
言
と
住
民
要
求
を

結
ん
だ
府
民
共
同
の
運
動
に
発
展
め
ざ
す

運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

「職場から仕事を見直す」
アンケート運動に取り組む

　
「
職
員
基
本
条
例
」
が
強
行
さ
れ
た
も
と
で
、「
職
場
は
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
不
安
の
声
が
広
が
る
大
阪
府
の

職
場
。
今
の
仕
事
が
、
憲
法
や
地
方
自
治
に
も
と
づ
き
、
住
民

の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
を
問
い
直
し
、
職
場
か
ら
仕
事
を
見

直
す
運
動
を
す
す
め
る
こ
と
が
職
員
基
本
条
例
の
具
体
化
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、「
職
場
か
ら
仕
事
を

見
直
す
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
方
法
を
力
説
さ
れ
た
岡
村
氏

「
職
場
か
ら
仕
事
を
見
直
す
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
こ
た
え
る
職
員

◆働くうえで一番大事にしたいことは何ですか◆
私生活の充実

6％
府民のくらし

6％

職場の
人間関係
7％

働きやすい
職場環境
22％

給料
4％

仕事の
やりがい
55％

◆なぜ大阪府に就職しようと思いましたか◆

なんとなく
4％

民間がなかった
1％

雇用が安定
している
11％

公務の仕事に
興味があった
43％

府民に役立つ
仕事がしたい
41％

「安心高石」の市民学習会に115人が参加――７月14日

防災に強
い

まちづく
り

ま

行政まか
せにせず

住民が「
主人公」

として

積極的に
参加を

　７月27日大阪市議会で維新の会、公明、自民の賛成多数
により「職員政治活動制限条例」が成立しました。これに
ついては、大阪弁護士会や演劇家などから反対する声明が
出され、「公務員も政治的中立を損なわない限り、思想・
良心、表現の自由を認められている。この条例案は、憲法
が保障した個人の基本的権利を侵害しかねない」とし「（公
務員の）脱原発の集会への参加や消費税反対のビラ配布は
どうなのか。規制の線引きはあいまいだ」主張しています
（７月18日付毎日新聞）。
　国際的な流れからしても公務員の政治活動は自由であ
り、この条例は歴史に汚点を残すものです。

「職員政治活動制限条例」違憲・違法 世界の流れに逆行

大阪弁護士会・演劇家などから反対の声明


